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国際農業研究成果情報No.6,1998 (平成10年度） 〔具体的デ ー タ〕

1 . メコンデルタにおける農畜水複合技術体系の評価と改善

〔要約〕 ドイモイ政策の進展、定期的・大規模な塾巫、 発達した水路系等の条件下でメコンデルタの
農畜水複合技術が発達している。 2期作腫住、エ之育成、 水産養殖を組み合わせ物質と水の循環を技術
の主要構造とし、 平均Ihaの小規模家族経営であり、 階層分化が進んでいる。
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〔背景・ねらい〕
発展途上国の食糧戦略に重要なことは、これら途上国が増加する人口を自ら養い、健康な食生活達成を

目指すことである。 本プロジェクトは、 新経済政策の下で急速な発展を遂げつつあるベトナムのメコン
デルタで行われている複合経営体系について、 ①技術的、 経営的構造を解明し、 ②体系を高度化・普遍
化するために欠如している技術を開発・補填し、 ③この技術を適用するための条件を明らかにすること
を目的としている。

〔成果の内容• 特徴〕
1. メコンデルタは乾季・雨季が明確で、 雨季の終わりに大規模な洪水に見舞われる。 洪水は塩類や硫

酸などを除き、 天然の魚をもたらす。 土壌は地形に応じて沖積土、 酸性硫酸塩土壌、 塩類土壌等に区
分される。 水路網の発達は著しいが道路建設は遅れている。 長い戦争と混乱の後ドイモイ政策で市場
経済が進み、 イネを始め生産性が急速に向上した。

2. ファ ー ミングシステムと呼ばれる農畜水複合技術体系は水稲作を基礎とし、 糠．屑米をブタの飼養
に使い、 糞尿を園芸、 水産に用い、 さらに排水の養分を稲に吸収させるという水と物質の循環を基幹
技術としている。

3. 個別の技術改善として：
① 稲生産は後期重点追肥（図1)や水管理で倒伏を防ぎ、 イネの収量安定化ができる。
② イネ病害として紋枯病、 白葉枯病、 いもち病、 赤条班病などが重要で、 白葉枯病・いもち病につ

いては分布する病菌株への抵抗性遺伝子が明らかになった（いもち病の例：表1)。
③ 寄生虫防除により養豚効率を改善できる（表2)。
④ オニテナガエビの生長・脱皮・成熟に関わる内分泌の機構解明がすすみ、 エ ビ種苗生産の改善が

可能となった。
4. メコンデルタ農業経営は平均Ihaの家族経営で、 ベトナムでは相対的に大規模な経営だが入植後の

歴史が浅く、 紅河デルタ地域に比べ共同体意識が希蒋である。 組織化の経験が乏しく水路等インフラ
の管理、 信用保証、 流通の共同化が進まない。 ドイモイ政策の下で階層分化がすすみつつあり、 大規
模層と零細•土地なし層が増えている（表3) が、 複合経営を実践している経営は比較的、 安定して
いる。

5. 今後のファ ー ミングシステム発展のため、 雨季作イネの安定多収化、 高品質米の生産、IPMの普
及、 適正規模養豚の飼料、 衛生の改善、 糞尿処理の高度化、 水産種苗の安定供給、 病害防除等の技術
開発を進める。 同時に購入販売の協同化、 地域水管理の組織化、 信用保証構造の構築など農民組織の
高度化が必要である。

〔成果の活用面・留意点〕
メコンデルタ地域の農業開発計画に参考となる。

条件の類似な熱帯デルタ地帯の農業開発に有益な情報となる。ただし、国家事情や社会経済条件の相違
などにより条件が異なるので一律な適用はできない。
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処理区の窒素使用時期と施用景(Nkg/ha)

闘
播種l 分始期

けつ 分けつ 穂学 合計週間後 盛期 期
40 40 80 

2 40 40 80 
3 40 40 80 
4 40 40 40 120 
5 40 40 40 120 
6 40 40 40 120 

注）朽05は40kg/ha、K 20は30kg/ha基肥施用

総 籾 数 X 1000/m 2 

図1 窒素施肥法と収量構成要素 (1996/9乾季）
注）登熟度＝登熟歩合x千粒重（精籾）図中の数字は表の処理区番号を示す

表1 メコンデルタに分布するいもち病菌の病原性 表2 駆虫剤処理後の豚体重の推移(kg)
判別品種 抵抗性遺伝子 病原性菌株割合
新2号 Pik-s, Pish 0.0 % 豚群 No. 処理後期間（週）

愛知旭 Pia 93.8 
゜ 4 8 10 12 

クサプエ Pik, Pi-sh 0.0 40 52 70 82 89 
ッュアケ Pik-m 1.6 処＊ 2 37 

｀ 
51 70 81 89 

とりで1号 Piz-t 0.0 3 39 51 68 80 90 
. - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -·- - - - - - - - - - - - . 

K60 Pik-p 0.0 4 41 52 66 74 82 

K59 Pit 86.0 無 5 39 50 64 72 81 
処理

AA/S2-3 Pish 0.0 6 42 51 66 69 72 

ANS2-75 Pik-s 95.3 ＊テトラミゾー ル製剤の注射

表3 各階唇の平均経営面積の変遷(ha/戸）
農家階層 1974 1980 1988 1996 調査戸数
土地無し 0.2 0.2 0.2 0.0 10戸
Iha以下 0.4 0.5 0.6 0.7 25 
1-2ha 1.8 0.8 1.2 1.4 17 

2ha以上 1.4 1.1 1.2 3.3 18 

注）調査時点(96年）に在村する農家から聞き取ったも
ので、 すでに流出した小農、 土地なし農民は調査対象に
なっていない

図2 イネ、 エビ、 ココヤシなどの複合経営
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